


令和元年度公開講座スケジュ ー ル（全10回）

＇第1 回沖ノ島発掘調査の意義
「沖ノ島祭祀遺跡の調査と成果」

小田富士雄（おだふじお）

令和元年 7月15 日（祝） 10:30-12:00 眉I

福岡大学名誉教授。専門は考古学、九州を代表する考古学者。1954 年から 1971 年の 3 次の沖ノ島祭祀遺跡の学術調査
に関わる。主な著作に 『古代を考える 沖ノ島と古代祭祀』（編著）、 『伽耶と古代東アジア』。

9 立耐中ノ島が語る日本古代の祭祀 7 月15 日（祝） 14:00-15:30 眉I

「宗像・沖ノ島祭祀の実像 一 古代の祭式からみた沖ノ島祭祀遺跡 ー 」

笹生衛（さそう まもる）

國學院大學教授。専門は考古学、日本宗教史。自然環境の特別な働きに神を感じる古代の神観念から古代日本の祭祀の
実像に迫る。主な著作に 『日本古代の祭祀考古学』、 『神と死者の考古学：古代のまつりと信仰』。

9 心直像氏と対外交流
「古代宗像の渡来人」

亀田修
一

（かめだしゅういち）

9 月 7 日（土） 13:30-16:30 • 

岡山理科大学教授。専門は考古学。出土遺物や遺構・儀礼などから渡来人の痕跡を読み解き、古代の宗像における対外
交流を解明。主な著作に 『考古資料大観第 3 巻弥生·古墳時代士器田』（編著）、 『日韓古代瓦の研究』。

「文献史料から見た古代豪族宗像氏の交流」

森公章（もりきみゆき）

東洋大学教授。専門は歴史学。古代東アジア諸国間の交流において沖ノ島祭祀の時期の交流が持つ意味を考える。主な
著作に 『天智天里』、 『古代日中関係の展開』。

’“回沖ノ島祭祀以前

「沖ノ島祭祀の成立前史」

武末純
一

（たけすえじゅ んいち）

9 月 21日（上） 13:30-16:30 眉I

福岡大学教授。専門は考古学。玄界灘における海村のネットワ ー クから、沖ノ島で 古代祭祀が始まる前の弥生時代の宗
像の社会を描く。主な著作に 『士器から見た日韓交渉』、 『弥生の村』。

「沖ノ島出土銅矛と青銅器祭祀」

柳田康雄 （やなぎだやすお）

國學院大學客員教授、元福岡県文化財保護課長、元九州歴史資料館副館長。専門は考古学。精緻な観察に址づく北部九
州弥生時代の膨大な青銅器研究の成果から、弥生時代における沖ノ島の祭祀を考える。主な著作に 『九州弥生文化の研究』、
『伊都国を掘る』。

圏海の道むなかた館（宗像市） 國ヵメリアホール（福津市）

'第釦カミマッリと沖ノ島

「石材から見る沖ノ島の石製祭具」

篠原祐
一 （しのはら ゆういち）

10 月 26 日（士） 13:30-16:30 圏

栃木県埋蔵文化財センタ ー調査課長、延喜式内大前神社禰宜。専門は祭祀考古学。勾〖など奉献された石製品の分析か
ら古代祭祀のあり方を具体的に復元する。主な著作に 『季刊考古学 96 号 古墳時代の祭り』（編著）、「須恵器大甕祭祀」、

「重圏文子持勾宝孜」。

「文献からみた古代王権・国家のカミマッリと神への捧げ物」

西宮秀紀（にしみやひでき）

愛知教育大学名誉教授。専門は歴史学（古代史）。宗像に関わる文献の詳細な検討から沖ノ島で行われた祭祀と古代国家
の関係を探る。主な著作に 『律令国家と神祇祭祀制度の研究』、 『伊勢神宮と斎宮』。

'第釦古代日本の祭祀と宗像 11月16 日（土） 13:30-16:30 眉I

「日本民俗学（伝承分析学 ·traditionology: the study of traditions) からみる沖ノ島」

新谷尚紀（しんたに たかのり）

国立歴史民俗博物館・国立総合研究大学院大学名誉教授。國學院大學大学院客員教授。専門は民俗伝承学。民俗・歴史·
考古の学際的研究から沖ノ島祭祀の日本文化における意義を考える。主な著作に 『伊勢神宮と出雲大社 ー 「日本」 と「天
皇」 の誕生』、 『伊勢神宮と三種の神器 一 古代日本の祭祀と天皇』。

「古代神祇祭祀制度の中の宗像社」

加瀬直弥（かせなおや）

國學院大學神道文化学部 神道文化学科准教授。専門は古代・中世神道史。古代神祇祭祀の形成過程における宗像社の位
置付けから、沖ノ島祭祀を考える。主な著作に 『平安時代の神社と神職』、 『古代の神社と神職 神をまつる人びと』。

'第たヤマト王権と沖ノ島

「ヤマト王権と沖ノ島祭祀」

白石太
一郎（しらいし たいちろう）

12月 7 日（土） 13:30-16:30 • 

国立歴史民俗博物館・国立総合研究大学院大学名誉教授、大阪府立近つ飛鳥博物館名誉館長。専門は考古学。古墳時代
研究の第一人者。国家形成から、ヤマト玉権と沖ノ島祭祀の関係を考える。主な著作に 『古墳とヤマト政権』、 『考古学
と古代史の間』。

「宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀」

重藤輝行（しげふじ てるゆき）

佐賀大学教授。専門は考古学。北部九州の古墳時代の詳細な研究に基づき、沖ノ島祭祀を担った宗像の首長像に迫る。
主な著作に「装飾古墳の世界」、「佐賀平野の古墳時代社会と首長制」。




